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年次別解析件数(1996 年～2003 年)

 1996 年  3,404 件 191 病院

 1997 年  4,228 件 214 病院

 1998 年  4,159 件 198 病院

 1999 年  3,929 件 161 病院

 2000 年  4,278 件 158 病院

 2001 年  3,217 件 101 病院

 2002 年 3,063 件 77 病院 ＊

 2003 年 3,788 件 87 病院 ＊ 

合計 30,066 件 1,187 病院
　　 ( 延べ病院数) 

＊エピネット日本版A( 針刺し・切創報告書) の電子データを
   回収、Episys109で集計・解析した。
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病 病 手 外 特 集（救 中 透 中 病 そ
室 室 術 来 殊 中術急 央 析 央 理 の

看 医 看 検 看 医 そ 外 部 診 検 治 部 採 室 検 解 他後
護 師 護 査 護 学 の 病 察 査 療回門 血 査 剖

( 

師 助 技 学 生 他 棟 室 処 部復 処 部
手 師 生 置 室 理処 室 含 室置 む

室 ）受傷者の職種( 件数) ) 

年／件数 看護師
医師 
助手 

看護 
技師 

検査 
学生 看護 医学生 その他 件数

1996-2001 14,925 5,910 652 558 87 78 891 23,101 

2002-2003 4,088 1,999 135 166 9 32 385 6,814 
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％ 

中空針：使用後の針刺し状況の変化 n=20,549 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

使用中
リキャップ
廃棄容器収容まで
廃棄容器関連
ゴム管・ゴム栓への注入・抜針
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年 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

件数 2,654 3,007 3,025 2,696 2,634 2,138 1,909 2,486 

注射針：使用後の針刺し状況の変化 n=7,764 
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リキャップ時の針刺し原因器材( 件数)
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1996-2001 2,271 867 455 271 265 210 178 293 4,810 

2002-2003 591 112 73 17 17 48 27 99 984 
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翼状針：針刺し状況の変化 n=5,137 

静脈留置針の針刺し状況の変化 n=1,941 
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HCV 抗体陽性血の針刺し件数・率：陽性/( 陽性+ 陰性) 件数
n=22,788 
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62 

72 

59 

50 

42 
40 

36 
32 

％ 
703000 

60 
2500 

50 
2000 

40 

1500 
30 

1000 
20 

1500 10 

00 
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年 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 合計件数 

陽性血の
針刺し件数 1,953 1,998 1,841 1,430 1,340 965 839 923 11,289 

陰性血の
針刺し件数 751 1,225 1,285 1,432 1,858 1,478 1,498 1,972 11,499 

HCV抗体検
査実施件数 2,704 3,223 3,126 2,862 3,198 2,443 2,337 2,895 22,788 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

年 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

件数 235 230 234 297 333 188 179 245 
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